
研
究
Ｄ
Ｘ
を
巡
る
現
状
と
課
題

　

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）

が
急
速
に
進
む
中
、研
究
の
世
界
に
お
い
て
も
、大
量

か
つ
高
品
質
な
研
究
デ
ー
タ
を
軸
に
Ａ
Ｉ
解
析
や
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
を
通
じ
て
解
釈
・
推
論
す
る
Ａ

Ｉ
・
デ
ー
タ
駆
動
型
へ
の
変
革
が
起
こ
ろ
う
と
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
研
究
設
備
・
機
器
の
遠
隔
化
や
自

動
化
に
よ
り
、
大
量
か
つ
高
品
質
な
研
究
デ
ー
タ
が

効
率
的
に
創
出
・
収
集
で
き
る
環
境
が
現
出
し
た
こ

と
、
お
よ
び
論
文
の
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
化
や
研
究

成
果
の
迅
速
な
公
開
の
場
の
１
つ
と
し
て
の
プ
レ
プ

リ
ン
ト
の
活
用
が
一
層
加
速
さ
れ
た
こ
と
等
が
も
た

ら
し
た
事
象
で
あ
る
。そ
の
帰
結
と
し
て
、研
究
デ
ー

タ
を
含
め
た
世
界
的
な
知
の
共
有
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
駆
動
型
の
新
し
い
研

究
ア
プ
ロ
ー
チ
、
研
究
Ｄ
Ｘ
は
、
人
の
能
力
を
超
え

た
新
た
な
科
学
的
発
見
、
時
間
・
場
所
・
人
手
と
い

っ
た
制
約
か
ら
の
解
放
、
専
門
領
域
や
組
織
の
枠
を

超
え
た
共
創
を
可
能
と
し
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向

上
と
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
な
研
究
成
果
を
生
み
出
す
こ

と
に
つ
な
が
る
。
例
え
ば
、
我
が
国
の
事
例
と
し
て
、

約
６
６
０
０
万
通
り
の
作
製
プ
ロ
セ
ス
条
件
か
ら
Ａ

Ｉ
解
析
に
よ
り
提
案
さ
れ
た
最
適
な
実
験
計
画
を
立

て
る
こ
と
で
、
僅
か
40
回
程
度
の
実
験
で
ネ
オ
ジ
ウ

ム
磁
石
の
材
料
性
能
を
１
・
５
倍
向
上
さ
せ
る
こ
と

に
成
功
し
て
い
る
。
し
か
し
、
世
界
に
目
を
向
け
れ

ば
、
英
国
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
開
発
し
た
ロ
ボ
ッ
ト

サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
は
、
１
日
１
万
化
合
物
の
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
と
と
も
に
、
実
験
結
果
を
統
計

学
・
機
械
学
習
に
よ
り
解
析
し
、
さ
ら
に
高
い
活
性

を
持
つ
新
た
な
化
合
物
の
構
造
を
予
測
し
た
う
え
で
、

次
の
実
験
・
検
証
・
仮
説
修
正
を
繰
り
返
す
、
仮
説

主
導
の
ハ
イ
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
研
究
の
自
動
化
に
成
功

す
る
な
ど
、
さ
ら
に
進
化
し
た
取
り
組
み
に
移
行
し

つ
つ
あ
る
。

　

我
が
国
で
は
、
第
６
期
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
基
本
計
画（
２
０
２
１
年
３
月
26
日
閣
議
決
定
）

に
お
い
て
、「
新
た
な
研
究
シ
ス
テ
ム
の
構
築（
オ
ー

プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
と
デ
ー
タ
駆
動
型
研
究
等
の
推

進
）」
を
掲
げ
、
研
究
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
謳
っ
て
い
る

が
、「
研
究
Ｄ
Ｘ
の
理
解
が
浸
透
し
て
い
な
い
」「
研

究
デ
ー
タ
の
オ
ー
プ
ン
ア
ン
ド
ク
ロ
ー
ズ
の
難
し
さ
」

「
計
算
資
源
や
ス
ト
レ
ー
ジ
の
確
保
」「
各
分
野
と
デ

ー
タ
・
解
析
基
盤
の
研
究
者
の
連
携
」
と
い
っ
た
課

題
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
解
決
し
世
界
に
後
れ
を
取
る

こ
と
な
く
研
究
Ｄ
Ｘ
の
流
れ
を
全
国
規
模
に
発
展
さ

せ
る
こ
と
で
、Society 5.0

に
ふ
さ
わ
し
い
新
た

な
研
究
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
。

研
究
Ｄ
Ｘ
の
実
現
を
目
指
す 

３
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

研
究
Ｄ
Ｘ
の
実
現
に
向
け
て
は
、
前
述
の
課
題
に

対
応
し
つ
つ
、
大
学
や
研
究
者
の
行
動
変
容
を
促
す

こ
と
が
肝
と
な
る
。つ
ま
り
は
、Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
駆
動

型
の
新
た
な
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
に
挑
戦
す
る
研
究
者

層
を
増
や
す
と
と
も
に
、デ
ー
タ
の
取
得
・
保
管
・
解

析
、
共
有
、
利
活
用
と
い
っ
た
一
連
の
デ
ー
タ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
大
学
や
研
究
者
が
自
発
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
具
体
の
成

功
事
例
を
生
み
出
し
、
そ
の
成
果
や
過
程
で
得
ら
れ

る
仕
組
み
や
経
験
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
モ
デ
ル
化
し
て
普

及
す
る
と
と
も
に
、
大
学
や
研
究
者
が
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
持
ち
な
が
ら
、
過
度
な
負
担
を
感
じ
ず
に
研

究
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
環
境
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
文
部
科
学

研
究
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン 

の
実
現
に
向
け
て
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
審
議
官

（
研
究
振
興
局
及
び
高
等
教
育
政
策
連
携
担
当
）

坂さかも
と本
修しゅう

い
ち一
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が
行
わ
れ
る
姿
で
あ
る
。

　

文
部
科
学
省
で
は
、研
究
デ
ー
タ
の
創
出
・
共
有
・

利
活
用
の
好
循
環
を
生
み
出
す
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

「
研
究
デ
ー
タ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
す
る
た
め
、

分
野
・
機
関
の
研
究
デ
ー
タ
を
つ
な
ぐ
全
国
的
な
研

究
デ
ー
タ
基
盤
の
構
築
と
、
効
率
的
な
Ａ
Ｉ
活
用
の

た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
整
備
、
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
人
材
育
成
支
援
等
を
行
う
「
Ａ
Ｉ
等
の
活
用
を
推

進
す
る
研
究
デ
ー
タ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
」
を

２
０
２
２
年
度
か
ら
開
始
し
た
。

　

ま
た
、２
０
２
３
年
度
か
ら
、物
質
・
材
料
研
究
機

構
が
整
備
を
進
め
る
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

試
行
運
転
や
、
デ
ー
タ
利
活
用
を
加
速
す
る
研
究
事

業
を
開
始
す
る
な
ど
、
全
国
で
マ
テ
リ
ア
ル
分
野
の

デ
ー
タ
駆
動
型
研
究
を
本
格
化
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
開
発
が
世
界

的
に
進
む
中
で
、
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
計
算
能

力
を
活
か
し
た
、
地
球
規
模
の
課
題
や
、
複
雑
な
社

会
情
勢
の
変
化
に
対
す
る
予
測
、
さ
ら
に
、
そ
の
予

測
に
基
づ
く
制
御
を
可
能
と
す
る
新
た
な
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
国
内
外
へ
広
く
提
供
す
る
た
め
に
、
量

子
古
典
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
導

入
や
数
理
科
学
の
融
合
に
よ
る
次
世
代
の
研
究
Ｄ
Ｘ

に
か
か
る
取
り
組
み
を
、
理
化
学
研
究
所
が
中
核
と

な
っ
て
進
め
る
べ
く
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
研
究
デ
ー
タ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
は
、世
界
に
先
駆
け
た
Ａ
Ｉ
・
デ

ー
タ
駆
動
型
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
とSociety 

5.0

に
ふ
さ
わ
し
い
研
究
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指

す
も
の
で
あ
り
、
文
部
科
学
省
と
し
て
は
企
業
と
の

連
携
を
深
め
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

（
２
０
２
２
年
₈
月
25
日
脱
稿
、
肩
書
は
執
筆
当
時
の
も
の
）

省
で
は
以
下
の
３
つ
の
施
策
を
一
体
的
に
推
進
す
る
。

⑴
価
値
創
造
を
目
指
し
た
研
究
Ｄ
Ｘ
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス

の
形
成
、
普
及

　

マ
テ
リ
ア
ル
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
、
気
候
変

動
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
、
人
文
社
会
の
各
分
野
に
お
い

て
、
中
核
機
関
が
全
国
の
大
学
等
と
連
携
し
、
研
究

デ
ー
タ
の
創
出
・
統
合
・
利
活
用
を
一
体
的
に
進
め
、

研
究
デ
ー
タ
の
オ
ー
プ
ン
ア
ン
ド
ク
ロ
ー
ズ
の
ル
ー

ル
づ
く
り
や
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
な
研
究
成
果
創
出
を

含
む
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
形
成
、
普
及
す
る
。

⑵
デ
ー
タ
共
有
・
利
活
用
を
促
進
す
る
基
盤
的
機
能

の
強
化

　

全
国
の
大
学
や
研
究
者
の
研
究
デ
ー
タ
の
共
有
・

利
活
用
を
促
進
す
る
全
国
的
な
研
究
デ
ー
タ
基
盤
の

HPCIHPCIHPCI

健康 環境 エネルギー 交通医療 都市 安全・安心

データ管理・利活用に関する
制度の改善（評価等）

国プロ

DATA-EX

クラウド

気候変動・レジリエンス

人文社会

大学・研究機関マテリアル
全国的
研究データ
基盤

全国的
研究データ
基盤

ライフサイエンスライフサイエンス
海外機関

参画
民間企業

研究デジタルインフラ等の効果的活用
（スパコン、SINET、ストレージや大型研究施設等の高度化や利便性の向上など）

全国的なデータ共有・利活用を促進する基盤的機能の強化
（横断的なデータ検索、制度改善、分野・基盤融合、人材育成など）

価値創造を目指したユースケースの形成・普及
（AI・データ駆動型研究開発の推進、データプラットフォーム形成など）

デジタル人材育成

分野・基盤の融合
（AI・スパコンなど最先端基盤技術の活用）

社会課題解決や新たなサービスなどの価値創造 超効率化による生産性向上と研究者の働き方の変革

図表　研究DX実現に向けた取り組み（研究DXプラットフォーム概念図）

構
築
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
各
分
野
と
デ

ー
タ
・
解
析
基
盤
の
研
究
者
の
融
合
に
よ

る
革
新
的
な
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
駆
動
型
手
法

を
開
発
し
、
研
究
Ｄ
Ｘ
の
さ
ら
な
る
可
能

性
を
開
拓
す
る
。そ
の
他
、デ
ー
タ
管
理
・

利
活
用
に
関
す
る
制
度
改
善
や
デ
ジ
タ
ル

人
材
育
成
を
進
め
る
。

⑶
研
究
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
等
の
効
果
的

活
用

　

産
学
官
の
多
様
な
ユ
ー
ザ
ー
が
必
要
な

計
算
資
源
や
ス
ト
レ
ー
ジ
、
計
測
機
器
等

を
確
保
で
き
る
環
境
を
目
指
し
、
研
究
デ

ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
や
先
端
共
用
設
備
群
、

大
型
研
究
施
設
の
活
用
・
高
度
化
を
進
め

る
と
と
も
に
、
将
来
必
要
な
計
算
資
源
の

確
保
に
向
け
て
、
ポ
ス
ト
「
富
岳
」
の
開

発
・
整
備
の
調
査
研
究
を
進
め
る
。

研
究
デ
ー
タ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と

産
業
界
と
の
連
携

　

研
究
Ｄ
Ｘ
が
目
指
す
の
は
、
大
学
や
研

究
開
発
法
人
だ
け
で
は
な
く
、
産
業
界
を

含
め
た
多
種
多
様
な
デ
ー
タ
が
流
通
し
、

産
学
官
連
携
に
よ
る
新
た
な
価
値
創
造
に

向
け
た
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
駆
動
型
研
究
開
発
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